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一

は し が き

脳は虚血に対 して非常に脆弱で,短 時間で不可逆的変化へと陥 ってしまうことより,虚

血性脳血管障害に対する有効な治療法は未だない。最も有効な方法は予防であるが,現 実

には発症後に医療機関を訪れることが多い。そこで虚血性脳血管障害に対する有効な治療

法の確立は重要な問題である。急性期血行再建術は有望な治療法の一つと考えられる。 し

かし急性期血行再建を行なうことによりかえって脳浮腫を増悪させたり出血性梗塞を惹起

することがある。そこで本研究は急性期虚血脳に対する血行再建の治療法 としての可能性

と時間的因子を各種パラメーターとの関連から検討することを目的 とした。

研 究 組 織

研 究 代 表 者 佐 古 和

研 究 分 担 者 由 良 茂

鈴 木

相 沢

廣(旭 川医科大学医学部脳神経外科 ・助手)

貴(旭 川医科大学医学部脳神経外科 ・助手)

望(旭 川医科大学医学部脳神経外科 ・助手)

希(旭 川医科大学医学部脳神経外科 ・助手)

研 究 経 費

昭和60年 度

昭和61年 度

昭和62年 度

計

1,100千 円

300千 円

300千 円

1,700千 円

1



研 究 発 表

1.学 会 誌 等

1)由 良 茂 貴,佐 古 和 廣,相 沢 希,鈴 木 望,米 増 祐 吉,小 島 満:高 血 糖 の 虚 血 性 脳 損 傷

に 及 ぼ す 影 響 一 脳 血 流 か ら の 検 討 一 脳 神 経38:1117-1125,1986

2)由 良 茂 貴,佐 古 和 廣,相 沢 希,鈴 木 望,米 増 祐 吉:高 血 糖 の 急 性 期 虚 血 性 脳 浮 腫 に 及

ぼ す 影 響 脳 浮 腫 研 究 会 報 告 集8中 外 医 薬,東 京 ,1986,pp131-143

3)SakoK,YuraS,HashizumeA,AizawaS,YonemasuY:CorrelationofLCGU ,

CorticalEvokedPotential,andHistopathologicalChangeFollowingTransientMCA

OcclusioninTheRat.JCerebBloodFlowMetabol7(Suppl1):S7,1987

4)由 良 茂 貴,佐 古 和 廣,相 沢 希,鈴 木 望,米 増 祐 吉,小 島 満:高 血 糖 の 虚 血 性 脳 浮 腫

に 及 ぼ す 影 響 脳 神 経39:571-578,1987

5)由 良 茂 貴,佐 古 和 廣,相 沢 希,米 増 祐 吉,小 島 満:脳 静 脈 還 流 障 害 の 虚 血 性 脳 浮 腫 生

成 に 及 ぼ す 影 響 脳 浮 腫 研 究 会 報 告 集9中 外 医 薬,東 京,1987,pp43-51

6)YuraS,SakoK,AizawaS,SuzukiN,YonemasuY,KojimaM:Theeffectof

HyperglycemiaonIschemicBrainDamage,LocalCerebralBloodFlow ,andIschemic

BrainEdemainTheTemporaryMCAOcclusionRats.JCerebBloodFlowMetabol7

(Suppl1):S67,1987

7)佐 古 和 廣,由 良 茂 貴,米 増 祐 吉:一 過 性 中 大 脳 動 脈 閉 塞 ラ ッ トに お け るSEPと グ ル コ ー

ス 代 謝 脳 神 経40,1988(印 刷 中)

2.ロ 頭 発 表

1)由 良 茂 貴,佐 古 和 廣,相 沢 希,鈴 木 望,米 増 祐 吉,小 島 満:高 血 糖 の 急 性 期 虚 血 性

脳 浮 腫 に 及 ぼ す 影 響 第8回 脳 浮 腫 研 究 会,東 京,1985年6月

2)由 良 茂 貴,佐 古 和 廣,相 沢 希,鈴 木 望,米 増 祐 吉:ラ ッ ト中 大 脳 動 脈 閉 塞 再 開 通 モ デ

ル に お け る 虚 血 性 脳 損 傷 に及 ぼ す 高 血 糖 の 役 割 第11回 日 本 脳 卒 中 学 会 総 会 ,福 岡,1986年

4月

3)由 良 茂 貴,佐 古 和 廣,相 沢 希,米 増 祐 吉,小 島 満:脳 静 脈 還 流 障 害 の 虚 血 性 脳 浮 腫 生

成 に 及 ぼ す 影 響 第9回 脳 浮 腫 研 究 会,東 京,1986年6月

4)佐 古 和 廣,由 良 茂 貴,相 沢 希,米 増 祐 吉,小 島 満:中 大 脳 動 脈 閉 塞 後 のSEP ,グ ル

コ ー ス代 謝 ,組 織 学 的 変 化 の 関 係 第29回 脳 循 環 代 謝 研 究 会,東 京,1986年10.月

5)SakoK,HashizumeA,YuraS,YonemasuY:RecoveryofCorticalEvokedPoten-

tialandLCGUFollowingTransientMCAOcclusioninTheRat.InternationalSymposiumon

SurgeryforCerebralStroke,Sendai,Japan,May23-26,1987

2



 6) Sako K, Yura S, Hashizume A, Aizawa S, Yonemasu Y : Correlation of LCGU, 

   Cortical Evoked Potential, and Histopathological Change Following Transient MCA 

   Occlusion in The Rat. 13th International Symposium on Cerebral Blood Flow and Meta-

   baolism. Montreal, Canada, June 20-25, 1987 

7) Yura S, Aizawa S, Suzuki N, Yonemasu Y, Kojima M : The effect of Hyperglycemia 

   on Ischemic Brain Damage, Local Cerebral Blood Flow, and Ischemic Brain Edema in The 

   Temporary MCA Occlusion Rats. 13th International Symposium on Cerebral Blood Flow 

   and Metabolism, Montreal, Canada, June 20-25, 1987 

3. W XR it 

   Sako K, Hashizume A, Yura S, Yonemasu Y : Recovery of Cortical Evoked Potential 

   and LCGU Following Transient MCA Occlusion in The Rat. in Advances in Surgey for 

   Cerebral Stroke, ed. by J Suzuki, Springer—Verlag, Tokyo, 1988 (in Press)

— 3 —



研 究 成 果

研 究 成 果 の概 要

本研 究 で従 来 か ら言 わ れて い る様 に,虚 血 後 に脳 が 不可 逆 的 変 化 へ 移 行 す る に は時 間 の 因子 が

重 要 で あ る事 が確 認 され た。 同 時 に脳 が未 だ可 逆 的 か ど うか の判 断 は血 流測 定 のみ で は不 可 能 で

虚 血 の 程 度 とそ の持 続 時 間 を知 る事 が重 要 で あ る。

虚 血 脳 の 可 逆 性 を判 定 す るパ ラ メー ター と してSomatosensoryEvokedPotential(SEP)は 血 流

と同 時 に時 間 的経 過 が とら え ら れ な い と,そ れ の み で は 判 断 が 難 しい 。 た だ 昇圧,Hypercapnia

等 の 虚 血 部 の循 環 改 善 を図 っ てそ の 変化 よ り判 断 す る事 は可 能性 と して残 って い る 。

グ ル コー ス代 謝 に つ い て は対 側 の78±16%,つ ま り最低62%以 上 保 た れ て い る な ら機 能 的,形

態 学 的 に可 逆 的 で あ る こ と を示 した。 逆 に34%グ ル コー ス代 謝 が 残 存 して い て も脳 の機 能 は勿 論

形 態 維持 に も不 十 分 で あ る事 が認 め られ た。

PHに 関 して は1時 間 虚 血 群 よ り2時 間虚 血 群 に お い て虚 血 巣 が よ り酸 性 化 して い る傾 向 は見

られ た が未 だ デ ー タが 少 な く有意 性 につ いて は も う少 し検 討 を要 す る(将 来 発 表 予定)。

血 管透 過 性 は2時 間群 で も再 開通 後,出 血 性 梗 塞 及 び浮 腫 の増 悪 は 見 られず,こ の 程度 の 虚 血

が2時 間続 い て も血 管 内 皮 は保 た れ て い る事 が 示 され た。

次 に高 血 糖 負 荷,静 脈 還 流圧 上昇 負 荷 につ い て 検討 した。 これ ら はい ず れ も虚 血性 脳 損 傷 の 程

度 を増 悪 させ る事 が 認 め られ た 。 この こ とは虚 血性 脳 血 管 障 害 の 治 療 に お い て,こ れ らの増 悪 因

子 を取 除 くこ とで そ の障 害 を軽 減 す る こ とが 出 来 る 可能 を示 唆 して い る。 こ れ らの実 験 は ラ ッ ト

中 大脳 動 脈 閉塞 ・再 開 通 モ デ ル を用 い て,オ ー トラデ ィオ グ ラ フ ィー法 に て行 った 。

以 上 の よ うに本 研 究 は当 初 の 目的 を十 分 に果 した とは言 え な いが,脳 虚 血 の治 療 に対 して微 力

なが ら貢 献 す る も の と信 ず る。 また これ ら脳 虚 血 の研 究 成 果 は脳 血 管 障害 ば か りに と ど まらず,

外傷,脳 腫 瘍 とい っ た病 態 に伴 って起 こ る二 次 的 脳 障害 の治 療 に も役 立 つ も ので あ る事 を最 後 に

付記 す る。 以 下 に成 果 の 詳細 を提 示 した。
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